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Abstract：Despite the fact that numerous studies have been performed to evaluate the possible 

effects of dietary factors on type 2 diabetes, the findings still remain unclear.　We conducted a 

systematic review of cohort studies　（including some nested case-control studies）　in order to 

evaluate the effect of the intake of foods and nutrients on the incidence of type 2 diabetes.　We 

searched the 2002 � 2007 PubMed database for original articles which had been published in 

English.　We finally selected 25 articles for analysis after considering 575 papers.　No statisti-

cally significant relationship between various dietary factors and the incidence of type 2 diabetes 

was reported in many papers.　However, the consumption of coffee was significantly and in-

versely associated with type 2 diabetes in a relatively large number of papers.　On the other 

hand, the intake of meat was significantly and positively related to type 2 diabetes in several 

papers. Because all of the studies were carried out in Western countries, the application of these 

findings to people in other countries, including Japan, may not be appropriate.　The differences 

between Japan and Western countries should therefore be carefully taken into consideration 

when interpreting the results.

Key words：Foods, Intake, Nutrition, Systematic review, Type 2 diabetes
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　要旨：近年，糖尿病について関心が高まっており，多くの情報が氾濫している．今回私たちは，飲食物

の摂取と糖尿病発症との関連について検討した前向きコホート研究（一部，症例対照研究を含む）を対象

に，系統的レビューを行った．科学論文検索システムである Pub Med を活用した．最新のものからさか

のぼって合計２５編の原著論文を収集した．収集された論文を検討した結果，食物摂取と疾患発症との統計

学的に有意な関連を報告した論文は少なく，多くの報告では，関連を認めていなかった．しかしながら

コーヒー摂取と疾患発症との間に有意な負の関連を認めた論文が比較的多かった．一方，肉類摂取と疾患

発症との間には有意な正の関連を認めた論文が比較的多かった．日本人を対象とした報告は無く，日本人
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は　じ　め　に

近年，話題になっている深刻な健康問題として糖尿病

が挙げられる．日本では，これは代表的な死亡原因とは

なっていないにも関わらず，なぜこんなにも話題になる

のだろうか．

第一に，糖尿病は，発見された時には悪化している

ケースが多く，完全な治療は非常に困難で，生活習慣や

生活環境における特別な注意と専門的な治療が不可欠に

なることが挙げられる．また，恐ろしいことに，糖尿病

にかかると，網膜症・腎症・神経障害などの合併症を併

発する．さらには，糖尿病，または高血糖の人は循環器

疾患（例えば心筋梗塞）の罹患率や死亡率が，糖尿病に

かかっていない人のそれに比べて，男性で１.９倍，女性で

２.６倍も高くなることが欧米で行われたコホート研究よ

り明らかになっている１）．

また，厚生労働省が平成１４年に２０歳以上の５,７９２人を

対象として実施した糖尿病実態調査２） による結果を元に

推計すると，糖尿病の可能性がある人の数は約１,６２０万

人もの数に上っているのが現状であり，将来的にはさら

に数が増えることが懸念される．

ところで，公衆衛生や臨床の場においては，医学的な

意思決定や評価を論理的かつ客観的に行うことが重要

で，そのためには伝統的な基礎医学と共に，疫学研究に

より得られる根拠 evidence を基にした予防医学や臨床

医学を理解することが必須となる．これが EBM（evi-

dence based medicine）の本質であり，これによって，

一般市民や患者自身もより信頼性の高い研究結果に基づ

いた情報や医療を受けることができるようになる．

そこで我々は，社会医学実習の一環として，人を対象

とした疫学研究のうち，糖尿病の発症をエンドポイント

とした前向きコホート研究（一部，コホート内症例対照

研究を含む）を系統的に収集し，第１報では食事要因に

焦点を絞り，糖尿病発症との関連に関するエビデンスを

まとめた．

方　　　　　法

現在から過去５年までさかのぼって，英語学術誌に掲

載された原著論文を系統的に収集した．米国国立医学図

書館が管理・運営している Medline と呼ばれるデータ

ベースを活用した．これはインターネット上では Pub-

Med の名前で無料で公開されており，以下の検索式で

目的の原著論文を収集した．

原著論文の検索式としては，「“type ２ diabetes” 

AND cohort AND risk NOT（variants OR polymor- 

phism OR snp）」　を用いた．その結果，８６６編の論文が

抽出された．さらに，論文掲載年が現在から５年以内で

あること，ヒトに関する研究であること，英語の論文で

あることを条件に検索を行うと，５７５編抽出された．こ

れらの論文の抄録内容を吟味し，前向きコホート研究

（一部コホート内症例対照研究）であることが明らかで，

食事要因と糖尿病２型発症または死亡との関連を検討し

た原著論文を合計２５編検討した．

各論文から抽出した内容は，調査した国，対象者数，

性別，年齢，追跡期間の情報である．さらに，その論文

で検討されている食物や栄養摂取状況と糖尿病２型の発

症との関連についてまとめた．

具体的には，補正後の相対危険またはハザード比（一

部コホート内症例対照研究ではオッズ比）と９５％信頼区

間を検討した．必要がある場合傾向性P値を検討した．

傾向性Ｐ値は０.０５未満を有意とした．各要因と糖尿病２

型の発症との関連性の判定としては，相対危険もしくは

傾向性Ｐ値が統計学的に有意に正の関連を認めた場合，

有意にリスクを高めると解釈し，↑と表記した．また，

相対危険もしくは傾向性P値が統計学的に有意な負の関

連を認めた場合，有意にリスクを下げると解釈し，↓と

表記した．さらに，相対危険および傾向性P値ともに統

計学的に有意と認めなかった場合，関連は認められない

と解釈し，―と表記した．

結　　　　　果

飲食物摂取と糖尿病発症との関連の結果を表１に示

す．表中の No. は文献番号を示す．飲料，肉類，食物繊

維，糖類摂取との関連を報告している論文が多かった．

カフェイン（コーヒー）との関連を調べた論文は１２編あ

り，そのうち８編が有意に糖尿病発症のリスクを下げて

いた．甘飲料との関連を調べた論文は６編あり，そのう

ち４編が有意に発症リスクを上げていた．また，アル

コールとの関連を調べたものは７編あったが，そのうち

６編は関連を認めず，１
　
 編は有意に発症リスクを上げて

いた．肉類摂取との関連を調べた論文は１５編あり，その

うち９編が有意に発症リスクを上げる報告をしており，

６
　
 編は関連を認めなかった．また，食物繊維との関連を
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と西洋人との違いなどのため結果の解釈には注意が必要である．

キーワード：食物，栄養，摂取，系統的レビュー，２
　
 型糖尿病



調べた論文は１９編あったが，そのうち有意に発症リスク

を下げていると報告がなされているものは６編あり，６
　
 

編中４編が穀物由来の食物繊維であった．残り１３編は関

連を認めないとの報告をしていた．さらに，糖類との関

連を調べた論文は１１編あり，糖類はスクロース，ショ糖，

フルクトース，ラクトース，マルトースなどに分類され

ていたが，そのうち有意に発症リスクを上げているもの

は３編に過ぎず，ほとんどが関連を認めない報告をして

いた．食事パターンについて調べた論文は３編あり，そ

のうち２編の論文で，野菜・果実を中心とした食事パ

ターンによりリスクを下げる結果となっていた．

考　　　　　察

今回私達が実施した系統的レビューでは，飲食物摂取

と２型糖尿病との関連についての論文を集めたが，その

中で統計学的に有意な関連を示したものは多くはなかっ

た．しかしながら，コーヒー摂取では疾患発症の有意な

負の関連を示した論文が比較的多く，コーヒー摂取が疾

患発症に予防的であり，疾患発症の危険性を低下させる

可能性があるといえる．一方で，肉類摂取と疾患発症は

有意な正の関連を示した論文が比較的多く，肉類摂取は

疾患発症のリスクを高める可能性がありそうである．

今回，食事要因に関する２５編の論文を検討したが，こ

のうち日本人を対象とした疫学研究は無く，全ての論文

が欧米人を対象とした研究であった．欧米人から得られ

た結果が直接日本人に当てはまるかどうかは不明であ

る．今後，日本人におけるエビデンスの蓄積が必要であ

ろう．また，今回検討した論文における糖尿病の定義

は，医師や研究者による判断，質問調査票などによる本

人の自己申告など一定したものではない．これらのこと

を考慮して今回の系統的レビューを解釈する必要があ

る．

糖尿病は脳卒中や虚血性心疾患のリスク要因でもあ

り，糖尿病の予防は極めて重要である．糖尿病の病態の

解明を目的とした分子生物学的研究も重要であるが，人

を対象とした疫学研究によるエビデンスが必要である．

最近マスコミ等で糖尿病の治療や予防についての情報が

氾濫しているが，根拠に基づいているのだろうか．今

後，医師として活動するうえで，新たに出てくるエビデ

ンスに注意を払い，最新かつ根拠に基づいた適切な情報

を一般市民や患者さんに提供すべきであろう．
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表１　飲食物摂取と２型糖尿病発症との関連

傾向性相対危険追跡研究対象文献
関連性P値（９５％信頼区間）要因期間（年）年齢（歳）性別人数国年番号

↓＜０.０００１≧４
０.５３

（０.４１ � ０.６８）

２ � ３
０.５８

（０.４９ � ０.６８）

１
０.８７

（０.７３ � １.０３）

０ � １
０.９３

（０.８０ � １.０９）

０
１.００

コーヒー
（cup/d）

１０年２６ � ４６女８８,２５９アメリカ２００６３

―０.０９≧７
０.６９

（０.３１ � １.５１）

５ � ６
０.９２

（０.５３ � １.６１）

３ � ４
０.９４

（０.５６ � １.５５）

≦２
１.００

コーヒー
（cup/d）

６.４５０ � ７４男女２,２８０オランダ２００４４

―０.０７≧６
０.７９

（０.６１ � １.０２）

４�５
０.８５

（０.６９ � １.０４）

１ � ３
１.０１

（０.８５ � １.１９）

＜１
０.９５

（０.７７ � １.１８）

０
１.００

コーヒー
（cup/d）

１１５５ � ６９女２８,８１２アメリカ２００６５

↓０.００７≧６
０.４６

（０.２６ � ０.８２）

４�５
０.７１

（０.５３ � ０.９４）

１ � ３
０.９３

（０.８０ � １.０８）

＜１
０.９８

（０.８４ � １.１５）

０
１.００

コーヒー
（cup/d）

１２４０ � ７５男４１,９３４アメリカ２００４６

↓＜０.００１≧６
０.７１

（０.５６ � ０.８９）

４�５
０.７０

（０.６０ � ０.８２）

１ � ３
０.９９

（０.９０ � １.０８）

＜１
１.１６

（１.０５ � １.２９）

０
１.００

コーヒー
（cup/d）

１８３０ � ５５女８４,２７６アメリカ２００４６

↓≧７
０.５０

（０.３５ � ０.７２）

５ � ６
０.７３

（０.５３ � １.０１）

３ � ４
０.７９

（０.５７ � １.１０）

≦２
１.００

コーヒー
（cup/d）

１３３０ � ６０男女１７,１１１オランダ２００２７

―０.２４≧４
０.８８

（０.６８ � １.１３）

２ � ３
０.８９

（０.７２ � １.０９）

１
０.９４

（０.７７ � １.１５）

＜１
０.８９

（０.７０ � １.１４）

０
１.００

コーヒー
（cup/d）
*１cup＝０.２４�

９４５ � ６４女６,７９０アメリカ２００６８

―０.０９≧４
０.８４

（０.６６ � １.０６）

２ � ３
０.８８

（０.７１ � １.０９）

１
１.１２

（０.９０ � １.３９）

＜１
１.００

（０.７８ � １.２７）

０
１.００

コーヒーの摂取量
（cup/d）
*１cup＝０.２４�

９４５ � ６４男５,４１４アメリカ２００６８

↓＜０.０００１≧４
０.６１

（０.４６ � ０.８１）

２ � ３
０.６２

（０.５２ � ０.７４）

１
０.８９

（０.７５ � １.０７）

０ � １
１.００

（０.８６ � １.１７）

０
１.００

カフェイン入り
のコーヒー
（cup/d）

１０２６ � ４６女８８,２５９アメリカ２００６３

↓０.００５２ � ３
０.５２

（０.３６ � ０.７４）

１
０.８７

（０.６８ � １.１１）

０ � １
０.８６

（０.７４ � ０.９９）

０
１.００

ノンカフェイン
コーヒー
（cup/d）

１０２６ � ４６女８８,２５９アメリカ２００６３

―０.０４８≧４
０.７４

（０.４８ � １.１２）

１ � ３
０.９１

（０.７６ � １.０３）

＜１
０.９５

（０.８４ � １.０８）

０
１.００

カフェイン無し
コーヒー
（cup/d）

１２４０ � ７５男４１,９３４アメリカ２００４６

―０.００８≧４
０.８５

（０.６１ � １.１７）

１�３
０.８８

（０.８０ � ０.９７）

＜１
０.９６

（０.８８ � １.０５）

０
１.００

カフェイン無し
コーヒー
（cup/d）

１８３０ � ５５女８４,２７６アメリカ２００４６

―０.８１≧４
０.８８

（０.６４ � １.２３）

２ � ３
０.９８

（０.７９ � １.２０）

１
１.１７

（０.９７ � １.４０）

０�１
０.９７

（０.８３ � １.１２）

０
１.００

紅茶
（cup/d）

１０２６ � ４６女８８,２５９アメリカ２００６３

―＞０２≧４１�３＜１０紅茶１２４０�７５男４１９３４アメリカ２００４６
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傾向性相対危険追跡研究対象文献
関連性P値（９５％信頼区間）要因期間（年）年齢（歳）性別人数国年番号

―０.００８≧４
０.８５

（０.６１ � １.１７）

１�３
０.８８

（０.８０ � ０.９７）

＜１
０.９６

（０.８８ � １.０５）

０
１.００

カフェイン無し
コーヒー
（cup/d）

１８３０ � ５５女８４,２７６アメリカ２００４６

―０.８１≧４
０.８８

（０.６４ � １.２３）

２ � ３
０.９８

（０.７９ � １.２０）

１
１.１７

（０.９７ � １.４０）

０�１
０.９７

（０.８３ � １.１２）

０
１.００

紅茶
（cup/d）

１０２６ � ４６女８８,２５９アメリカ２００６３

―＞０.２≧４
１.０２

（０.５９ � １.７８）

１ � ３
０.９７

（０.８２  �  １.１４）

＜１
０.９２

（０.８１ � １.０４）

０
１.００

紅茶
（cup/d）

１２４０ � ７５男４１,９３４アメリカ２００４６

―＞０.２≧４
０.９１

（０.７２ � １.１６）

１ � ３
１.０１

（０.９２ � １.１１）

＜１
１.０５

（０.９７ � １.１５）

０
１.００

紅茶
（cup/d）

１８３０ � ５５女８４,２７６アメリカ２００４６

↓＜０.０００１Q５
中央値５２８
０.５５

（０.４５ � ０.６７）

Q４
中央値３４１
０.７４

（０.６２ � ０.８９）

Q３
中央値１８０
０.８９

（０.７５ � １.０５）

Q２
中央値９３
０.８８

（０.７５ � １.０４）

Q１
中央値２２
１.００

カフェイン
（mg/d）

１０２６ � ４６女８８,２５９アメリカ２００６３

↓０.００２＞４１７
０.８０

（０.６６ � ０.９７）

２４１ � ４１７
０.９４

（０.７８ � １.１２）

１２１ � ２４０
１.０１

（０.８５ � １.２０）

３７ � １２０
１.０６

（０.８９ � １.２６）

＜３７
１.００

カフェイン
（mg/d）

１２４０ � ７５男４１,９３４アメリカ２００４６

↓＜０.００１＞４１７
０.７０

（０.６３ � ０.７９）

２４１ � ４１７
０.８５

（０.７７ � ０.９４）

１２１ � ２４０
０.９０

（０.８２ � ０.９９）

３７ � １２０
１.０２

（０.９３ � １.１１）

＜３７
１.００

カフェイン
（mg/d）

１８３０ � ５５女８４,２７６アメリカ２００４６

―０.６８≧２.０
１.０９

（０.８９ � １.３３）

１.１ � １.９
０.９６

（０.８０ � １.１５）

１
１.００

＜１
１.００

甘味飲料
（１cup/day）
*１cup＝０.２４�

９４５ � ６４男５,４１４アメリカ２００６８

―０.０５≧２.０
１.１７

（０.９４ � １.４６）

１.１ � １.９
１.２０

（１.００ � １.４４）

１
１.２１

（０.９７ � １.５１）

＜１
１.００

甘味飲料
（１cup/day）
*１cup＝０.２４�

９４５ � ６４女６,７９０アメリカ２００６８

↑＜０.００１≧１/日
１.８３

（１.４２ � ２.３６）

２ � ６/週
１.４９

（１.１６ � １.９１）

１ � ４/月
１.０６

（０.８７ � １.２８）

≦１/月
１.００

すべての加糖
清涼飲料

８２６ � ４６女９１,２４９アメリカ２００４９

↑＜０.００１≧１/日
１.８７

（１.４３ � ２.４５）

２�６/週
１.５６

（１.２１ � ２.０２）

１ � ４/月
０.９９

（0.08�１.２３）

≦１/月
１.００

砂糖入りコーラ８２６ � ４６女９１,２４９アメリカ２００４９

↑０.００１≧１/日
２.００

（１.３３ � ３.０３）

２ � ６/週
１.１５

（０.７９ � １.６６）

１ � ４/月
０.９０

（０.６８ � １.１８）

≦１/月
１.００

フルーツポンチ８２６ � 女９１,２４９アメリカ２００４９

↑０.００６Q４
中央値５１
１.５６

（１.０８ � ２.２６）

Q３
中央値２１
０.９５

（０.６０ � １.４９）

Q２
中央値７.５
０.６８

（０.４１ � １.１４）

Q１
中央値０
１.００

果物ジュース
（g/d）

１２４０ � ６０男女４,３０４フィンラ
ンド

２００７１０

↑０.０１Q４
中央値１４３
１.６０

（０.９３ � ２.７６）

Q３
中央値１３
０.８０

（０.４３ � １.４９）

Q２
中央値１
０.８５

（０.４２ � １.７３）

Q１
中央値０
１.００

ソフトドリンク
（g/d）

１２４０ � ６０男女４,３０４フィンラ
ンド

２００７１０

―０.７４≧２/週
０.９３

（０.７４ � １.１５）

１/週
１.１１

（０.９４ � １.３１）

１ � ３/月
１.００

（０.８８ � １.１３）

０
１.００

トマトジュース１０.２≧４５女３５,７８３アメリカ２００６１１

↑＜０.００１Q５
０.５５
１.４８

（１.２７ � １.７３）

Q４
０.３２
１.３３

（１.１５ � １.５５）

Q３
０.２１
１.３８

（１.１９ � １.５９）

Q２
０.１２
１.２１

（１.０５ � １.４０）

Q１
０.０４
１.００

肉製品
（回/日）

１４３８ � ６３女６９,５５４アメリカ２００４１２

↑＜０.００１≧５
１.８６

（１.３５ � ２.５７）

２ � ４
１.４３

（１.１１ � １.８５）

１
１.１９

（０.９８ � １.４４）

＜１
１.００

肉製品
（回/週）

８２６ � ４６女９１,２４６アメリカ２００３１３

―０.０３Q５
０.９６
１.２２

（１.０５ � １.４１）

Q４
０.６８
１.０９

０.９４ � １.２６）

Q３
０.５２
１.１４

（０.９９ � １.３２）

Q２
０.３９
１.１２

（０.９７ � １.２８）

Q１
０.２１
１.００

赤肉
（回/日）

１４３８ � ６３女６９,５５４アメリカ２００４１２

↑０.０１９≧５
１.５９

（１.０１ � ２.４９）

２ � ４
１.４４

（０.９４ � ２.２３）

１
１.２４

（０.８２ � １.８９）

＜１
１.００

赤肉
（回/週）

８２６ � ４６女９１,２９６アメリカ２００３１３

↑＜０.００１Q５
１.１６ � ６.６
１.３９

（１.１８ � １.６５）

Q４
０.８７ � １.１５
１.２０

（１.０２ � １.４１）

Q３
０.６８ � ０.８６
１.２２

（１.０４ � １.４２）

Q２
０.４７ � ０.６６
１.１７

（１.０１ � １.３５）

Q１
０ � ０.４６
１.００

肉製品＋赤肉
（回/日）

１４３８ � ６３女６９,５５４アメリカ２００４１２
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↑＜０.００１Q５
０.１２ � ５.０
１.３３

（１.１７ � １.５０）

Q４
０.０６ � ０.１１
１.２５

（１.０９ � １.４４）

Q３
０.０４ � ０.０５
１.１０

（０.９７ � １.２４）

Q２
０.０１ � ０.０３
１.０７

（０.９３ � １.２３）

Q１
０
１.００

ベーコン
（回/日）

１４３８ � ６３女６９,５５４アメリカ２００４１２

↑＜０.００１≧２
１.７２

（１.２５ � ２.３７）

１
１.３４

（１.０８ � １.６６）

＜１
１.００

ベーコン
（回/週）

８２６ � ４６女９１,２４６アメリカ２００３１３

↑０.００２Q５
０.１９ � ３.７５
１.２９

（１.１２ � １.４８）

Q４
０.０９ � ０.１８
１.１９

（１.０４ � １.３５）

Q３
０.０５ � ０.０８
１.１７

（１.０２ � １.３３）

Q２
０.０２ � ０.０４
１.０５

（０.９１ � １.２１）

Q１
０
１.００

加工肉
（回/日）

１４３８ � ６３女６９,５５４アメリカ２００４１２

↑０.０１５≧２
１.３２

（１.０６ � １.６５）

１
１.１２

（０.９２ � １.３５）

＜１
１.００

ソーセージ，サラ
ミ，及びその他の
肉製品（回/週）

８２６ � ４６女９１,２４６アメリカ２００３１３

―０.０５２≧２
１.２８

（１.０２ � １.６１）

１
１.１１

（０.９３ � １.３４）

＜１
１.００

牛肉又は羊肉が
メイン料理
（回/週）

８２６ � ４６女９１,２９６アメリカ２００３１３

―０.５１≧２
１.１４

（０.７８ � １.６６）

１
１.０２

（０.８５ � １.２０）

＜１
１.００

豚肉がメイン料理
（回/週）

８２６ � ４６女９１,２９６アメリカ２００３１３

―０.６６≧２
０.９７

（０.７８ � １.２０）

１
１.０３

（０.８７ � １.２３）

＜１
１.００

牛肉，豚肉，羊肉
のサンドイッチ
又は混料理（回

/週）

８２６ � ４６女９１,２９６アメリカ２００３１３

―０.１９≧５個/週
０.９５

（０.７４ � １.２２）

１ � ４個/週
０.９４

（０.７６ � １.１７）

１ � ３個/月
０.８１

（０.６４ � １.０３）

０個
１.００

トマト１０.２≧４５女３５,７８３アメリカ２００６１１

―０.５６≧２回/週
１.０３

（０.８４ � １.２６）

１回/週
１.０１

（０.８４ � １.２１）

１ � ３回/月
０.９７

（０.８１ � １.１７）

０回
１.００

トマトソース１０.２≧４５女３５,７８３アメリカ２００６１１

―０.５４≧１０
１.０４

（０.８０ � １.３６）

７ � １０
１.０９

（０.８９ � １.３３）

４ � ７
１.０２

（０.８７�１.２０）

１.５ � ４
１.０３

（０.８８ � １.２０）

＜１.５
１.００

トマトを含んだ
製品
（個/週）

１０.２≧４５女３５,７８３アメリカ２００６１１

―０.１９≧５個/週
０.９５

（０.７４ � １.２２）

１ � ４個/週
０.９４

（０.７６�１.１７）

１ � ３個/月
０.８１

（０.６４ � １.０３）

０個
１.００

トマト１０.２≧４５女３５,７８３アメリカ２００６１１

―０.５６≧２回/週
１.０３

（０.８４ � １.２６）

１回/週
１.０１

（０.８４ � １.２１）

１ � ３回/月
０.９７

（０.８１�１.１７）

０回
１.００

トマトソース１０.２≧４５女３５,７８３アメリカ２００６１１

―０.５４≧１０
１.０４

（０.８０ � １.３６）

７ � １０
１.０９

（０.８９ � １.３３）

４ � ７
１.０２

（０.８７ � １.２０）

１.５ � ４
１.０３

（０.８８�１.２０）

＜１.５
１.００

トマトを含んだ
製品
（個/週）

１０.２≧４５女３５,７８３アメリカ２００６１１

↓０.００１Q４
３４０ � １５３５
０.３８

（０.１９ � ０.７７）

Q３
２４９ � ３３９
０.４８

（０.２８ � ０.８１）

Q２
１８２ � ２４８
０.８０

（０.５４ � １.２０）

Q１
１０ � １８１
１.００

総穀物（g/d）１０４０ � ６９男
女

２,２８６
２,０３０

フィンラ
ンド

２００３１４

―０.０２Q４
２３８ � １３２１
０.６５

（０.３６ � １.１８）

Q３
１６３ � ２３７
０.５２

（０.３１ � ０.８８）

Q２
１１０ � １６２
１.０５

（０.７１ � １.５５）

Q１
０ � １０９
１.００

全粒の穀物
（g/d）

１０４０ � ６９男
女

２,２８６
２,０３０

フィンラ
ンド

２００３１４

↓０.０００６Q５
３.２
０.７０

（０.５７ � ０.８５）

Q４
１０.９
０.７９

（０.６６ � ０.９５）

Q３
１.３
０.７７

（０.６５ � ０.９２）

Q２
０.８
０.８８

（０.７４ � １.０４）

Q１
０.４
１.００

総穀物
（回/週）

１３４０ � ７５男４２,８９８アメリカ２００２１５

―０.１１Q４
９１ � ３８９
０.６９

（０.４１ � １.１７）

Q３
５９ � ９０
０.７０

（０.４５ � １.１０）

Q２
３４ � ５８
０.８１

（０.５３ � １.２２）

Q１
０ � ３３
１.００

精製小麦
（g/d）

１０４０ � ６９男
女

２,２８６
２,０３０

フィンラ
ンド

２００３１４

―０.８０Q５
＞２２.０
１.００

（０.７５ � １.３４）

Q４
１８.９ � ２２.０
０.８４

（０.６５ � １.１０）

Q３
１６.６ � １８.８
０.８７

（０.６８ � １.１１）

Q２
１４.２ � １６.５
０.９４

（０.７６ � １.１７）

Q１
＜１４.２
１.００

総食物繊維
（g/d）

８２６ � ４６女９１,２４９アメリカ２００４１６

―０.１９Q５
中央値２７.９
０.８６

（０.６５ � １.１４）

Q４
中央値２３.４
０.９６

（０.７５ � １.２２）

Q３
中央値２０.９
１.０１

（０.８０ � １.２７）

Q２
中央値１８.８
１.１０

（０.８８ � １.３６）

Q１
中央値１５.８
１.００

総食物繊維
（g/d）

１０３５ � ６５男
女

９,７０２
１５,３６５

アメリカ
ヨーロッ
パ

２００７１７
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傾向性相対危険追跡研究対象文献
関連性P値（９５％信頼区間）要因期間（年）年齢（歳）性別人数国年番号

―０.１９２Q５
＞４.８
１.１２

（０.８７ � １.４６）

Q４
３.５ � ４.８
１.１９

（０.９４ � １.５１）

Q３
２.５ � ３.４
１.０１

（０.８０ � １.２８）

Q２
１.６ � ２.４
０.９７

（０.７７ � １.２２）

Q１
＜１.６
１.００

野菜由来
食物繊維
（g/d）

８２６ � ４６女９１,２４９アメリカ２００４１６

―０.６６Q５
中央値３.４
０.９３

（０.７４ � １.１７）

Q４
中央値２.３
０.８６

（０.６８ � １.０７）

Q３
中央値１.７
０.９４

（０.７６ � １.１６）

Q２
中央値１.３
０.８７

（０.７０ � １.０８）

Q１
中央値０.７
１.００

野菜由来
食物繊維
（g/d）

１０３５ � ６５男
女

９,７０２
１５,３６５

アメリカ
ヨーロッ
パ

２００７１７

―０.８６Q４
６.８ � ２６.５
１.１９

（０.４６ � ３.０４）

Q３
５.１ � ６.７
０.８９

（０.４３ � １.８５）

Q２
３.８ � ５.０
１.０２

（０.５８ � １.７９）

Q１
０.１１ � ３.７
１.００

野菜由来
食物繊維
（g/d）

１０４０ � ６９男
女

２,２８６
２,０３０

フィンラ
ンド

２００３１４

↓０.０１Q４
２４.５ � １１１
０.３９

（０.２０ � ０.７７）

Q３
１７.４ � ２４.４
０.７４

（０.４６ � １.１８）

Q２
１２.１ � １７.３
０.８１

（０.５４ � １.２１）

Q１
０.４７ � １２.０
１.００

穀物由来
食物繊維
（g/d）

１０４０ � ６９男
女

２,２８６
２,０３０

フィンラ
ンド

２００３１４

↓０.００４Q５
＞７.３
０.６４

（０.４８ � ０.８６）

Q４
５.８ � ７.３
０.８２

（０.６５ � １.０４）

Q３
４.８ � ５.７
０.８７

（０.６９ � １.０８）

Q２
３.８ � ４.７
０.８５

（０.６９ � １.０５）

Q１
＜３.８
１.００

穀物由来
食物繊維
（g/d）

８２６ � ４６女９１,２４９アメリカ２００４１６

↓０.０２Q５
中央値１６.６
０.７２

（０.５６ � ０.９３）

Q４
中央値１２.８
０.８５

（０.６８ � １.０６）

Q３
中央値１０.８
０.９４

（０.７６ � １.１６）

Q２
中央値９.０
０.８６

（０.７０ � １.０６）

Q１
中央値６.６
１.００

穀物由来
食物繊維
（g/d）

１０３５ � ６５男
女

９,７０２
１５,３６５

アメリカ
ヨーロッ
パ

２００７１７

↓０.０４Q５
＞４.８
０.７９

（０.６０ � １.０２）

Q４
３.５ � ４.８
０.７７

（０.６０ � ０.９８）

Q３
２.５ � ３.４
０.８０

（０.６３ � １.００）

Q２
１.６ � ２.４
０.９３

（０.７５ � １.１５）

Q１
＜１.６
１.００

果物由来
食物繊維
（g/d）

８２６ � ４６女９１,２４９アメリカ２００４１６

―０.２２Q５
中央値４.７
０.８９

（０.７０ � １.１３）

Q４
中央値２.８
０.９３

（０.７４ � １.１６）

Q３
中央値１.５
１.０１

（０.８１ � １.２６）

Q２
中央値１.０
０.９３

（０.７５ � １.１５）

Q１
中央値０.２
１.００

果実由来
食物繊維
（g/d）

１０３５ � ６５男
女

９,７０２
１５,３６５

アメリカ
ヨーロッ
パ

２００７１７

―０.８７Q４
３.４ � ３６.８
０.９２

（０.４０ � ２.１３）

Q３
２.１ � ３.３
０.７９

（０.３９�１.６０）

Q２
１.０ � ２.０
０.６８

（０.３９ � １.２０）

Q１
０ � ０.９９
１.００

果物由来
食物繊維
（g/d）

１０４０ � ６９男
女

２,２８６
２,０３０

フィンラ
ンド

２００３１４

―０.２１Q４
７.４ � ２２.７
０.５７

（０.２９ � １.１２）

Q３
５.９ � ７.３
０.７４

（０.４４ � １.２５）

Q２
４.６ � ５.８
０.５０

（０.３１ � ０.８１）

Q１
０.５３ � ４.５
１.００

水溶性食物繊維
（g/d）

１０４０ � ６９男
女

２,２８６
２,０３０

フィンラ
ンド

２００３１４

―０.４５Q５
中央値９.６
０.８３

（０.５７ � １.２２）

Q４
中央値８.１
０.９１

（０.６６ � １.２４）

Q３
中央値７.２
０.９９

（０.７５ � １.３０）

Q２
中央値６.４
０.８５

（０.６６ � １.０８）

Q１
中央値５.３
１.００

水溶性食物繊維
（g/d）

１０３５ � ６５男
女

９,７０２
１５,３６５

アメリカ
ヨーロッ
パ

２００７１７

―０.１９Q４
５.４ � １５.２
０.６０

（０.２９ � １.２１）

Q３
４.３ � ５.３
０.６７

（０.３９ � １.１４）

Q２
３.３ � ４.２
０.５３

（０.３２ � ０.８５）

Q１
０.４８ � ３.２
１.００

セルロース
（g/d）

１０４０ � ６９男
女

２,２８６
２,０３０

フィンラ
ンド

２００３１４

―０.６２Q５
中央値１８.
０.９３

（０.６２ � １.４０）

Q４
中央値１５.４
０.９９

（０.７１ � １.３８）

Q３
中央値１３.７
０.９４

（０.７１ � １.３８）

Q２
中央値１２.３
１.１１

（０.８７ � １.４２）

Q１
中央値１０.３
１.００

不溶性食物繊維
（g/d）

１０３５ � ６５男
女

９,７０２
１５,３６５

アメリカ
ヨーロッ
パ

２００７１７

―０.１６Q４
４.２ � １４.５
０.６８

（０.３６ � １.３０）

Q３
３.２ � ４.１
０.６９

（０.４２ � １.１５）

Q２
２.４ � ３.１
０.７９

（０.５２ � １.２０）

Q１
０.４８ � ２.３
１.００

リグニン
（g/d）

１０４０ � ６９男
女

２,２８６
２,０３０

フィンラ
ンド

２００３１４

↑０.０４５Q５
中央値１.９０
１.２８

（１.０２ � １.６１）

Q４
中央値１.５０
１.２２

（０.９８ � １.５３）

Q３
中央値１.２７
１.２８

（１.０３ � １.５８）

Q２
中央値１.０５
１.０９

（０.８７ � １.３６）

Q１
中央値０.８０
１.０

ヘム鉄
（mg/d）

１２４０ � ７５男３８,３９４アメリカ２００４１８

―０.６７Q５
中央値３４.２
１.１６

（０.９２ � １.４７）

Q４
中央値１９.７
１.２３

（０.９９ � １.５３）

Q３
中央値１５.２
１.３６

（１.１１ � １.６６）

Q２
中央値１３.１
１.１０

（０.９１ � １.３３）

Q１
中央値１１.１
１.０

総鉄
（mg/d）

１２４０ � ７５男３８,３９４アメリカ２００４１８

―０.７８Q５
１７.４ � ４００
１.０２

（０.９０ � １.１５）

Q４
１２.４ � １７.４
１.０３

（０.９２ � １.１６）

Q３
１０.３ � １２.４
１.０５

（０.９４ � １.１７）

Q２
９.０ � １０.３
１.０５

（０.９５ � １.１６）

Q１
２.０ � ９.０
１.００

総鉄
（mg/d）

２０３４ � ５９女８５,０３１アメリカ２００６１９
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傾向性相対危険追跡研究対象文献
関連性P値（９５％信頼区間）要因期間（年）年齢（歳）性別人数国年番号

―０.９０Q５
１２.３ � ８７.０
１.０２

（０.９１ � １.１５）

Q４
１１.０ � １２.３
１.０７

（０.９６ � １.１９）

Q３
１０.０ � １１.０
１.０３

（０.９３ � １.１４）

Q２
９.０ � １０.０
１.０６

（０.９６ � １.１７）

Q１
２.０ � ９.０
１.００

食事からの
     鉄摂取
（mg/d）

２０３４ � ５９女８５,０３１アメリカ２００６１９

―０.６７Q５
１５.９ � ３９１.７
０.９６

（０.８４ � １.１０）

Q４
１０.４ � １５.９
１.０８

（０.９５ � １.２３）

Q３
５.５ � １０.４
０.８５

（０.７５ � ０.９６）

Q２
０.２ � ５.５
０.９２

（０.８２ � １.０３）

Q１
０
１.００

サプリメント
による鉄摂取
（mg/d）

２０３４ � ５９女８５,０３１アメリカ２００６１９

↑＜０.０００１Q５
１.７ � ７.０
１.２８

（１.１４ � １.４５）

Q４
１.４ � １.７
１.２７

（１.１４ � １.４１）

Q３
１.２ � １.４
１.２０

（１.０９ � １.３３）

Q２
１.０ � １.２
１.０８

（０.９７ � １.１９）

Q１
０ � １.０
１.００

累積ヘム鉄
（mg/d）

２０３４ � ５９女８５,０３１アメリカ２００６１９

↑＜０.０００１Q５
１.７ � ７.０
１.２８

（１.１４ � １.４５）

Q４
１.４ � １.７
１.２７

（１.１４ � １.４１）

Q３
１.２ � １.４
１.２０

（１.０９ � １.３３）

Q２
１.０ � １.２
１.０８

（０.９７ � １.１９）

Q１
０ � １.０
１.００

累積ヘム鉄
（mg/d）

２０３４ � ５９女８５,０３１アメリカ２００６１９

―０.０５Q５
中央値４３３
０.８９

（０.７１ � １.１０）

Q４
中央値３６５
０.８６

（０.７０ � １.０６）

Q３
中央値３２８
０.８１

（０.６６ � １.００）

Q２
中央値２９６
１.０６

（０.８８ � １.２８）

Q１
中央値２５５
１.００

マグネシウム
（mg/d）

６≧４５女３８,０２５アメリカ２００３２０

―０.８７Q５
中央値３７７
０.９９

（０.７８ � １.２６）

Q４
中央値３３９
１.０３

（０.８２ � １.２９）

Q３
中央値３１６
０.９０

（０.７２ � １.１３）

Q２
中央値２９７
０.９７

（０.７８ � １.２１）

Q１
中央値２６８
１.００

マグネシウム
（mg/d）

１０３５ � ６５男
女

９,７０２
１５,３６５

アメリカ
ヨーロッ
パ

２００７１７

↓＜０.０００１Q５
中央値２１７
０.６５

（０.５４ � ０.７８）

Q４
中央値１９１
０.７２

（０.６１ � ０.８４）

Q３
中央値１７６
０.７８

（０.６６ � ０.９１）

Q２
中央値１５９
０.８６

（０.７５ � ０.９９）

Q１
中央値１２９
１.０

マグネシウム
 （mg/d）

８２１ � ６９女
（黒人）

４１,１８６アメリカ２００６２１

―０.０９Q５
中央値３９９
０.８８

（０.７１ � １.１０）

Q４
中央値３４９
０.８４

（０.６８ � １.０４）

Q３
中央値３１９
０.９６

（０.７９ � １.１８）

Q２
中央値２９１
１.００

（０.８３ � １.２２）

Q１
中央値２５２
１.００

食事からのマグ
ネシウム
（mg/d）

６≧４女３８,０２５アメリカ２００３２０

―０.８８Q５
中央値５６７
１.０４

（０.８８ � １.２４）

Q４
中央値４７４
０.９５

（０.８１ � １.１２）

Q３
中央値４１１
１.０２

（０.８８ � １.１９）

Q２
中央値３５０
１.０３

（０.９０ � １.１９）

Q１
中央値２６８
１.０

カルシウム
（mg/d）

８２１ � ６９女
（黒人）

４１,１８６アメリカ２００６２１

―０.２０Q４
中央値１７１
１.５６

（０.９０ � ２.２４）

Q３
中央値１３６
１.１２

（０.７１ � １.７７）

Q２
中央値１１５
１.２８

（０.８４ � １.９５）

Q１
中央値９２
１.００

総糖類
（g/d）

１２４０ � ６０男女４,３０４フィンラ
ンド

２００７１０

―０.３５Q４
中央値７９.５
１.２２

（０.７７ � １.９２）

Q３
中央値５６.７
１.４８

（０.９７ � ２.２５）

Q２
中央値４３.２
１.２５

（０.８１ � １.９４）

Q１
中央値２８.５
１.００

スクロース
（g/d）

１２４０ � ６０男女４,３０４フィンラ
ンド

２００７１０

↑０.０２Q４
中央値５６.２
１.５７

（１.００ � ２.４８）

Q３
中央値３３.０
０.９６

（０.５９ � １.５５）

Q２
中央値２１.９
１.０８

（０.６９ � １.６９）

Q１
中央値１１.７
１.００

フルクトース
＋

グルコース
（g/d）

１２４０ � ６０男女４,３０４フィンラ
ンド

２００７１０

↑０.０３Q４
中央値２８.８
１.６２

（１.０６ � ２.６５）

Q３
中央値１７.０
１.２２

（０.７６ � １.９６）

Q２
中央値１１.３
１.１２

（０.７１ � １.７６）

Q１
中央値６.０
１.００

フルクトース
（g/d）

１２４０ � ６０男女４,３０４フィンラ
ンド

２００７１０

↑０.００９Q４
中央値２７.５
１.６８

（１.０６ � ２.６５）

Q３
中央値１５.９
１.０８

（０.６８ � １.７２）

Q２
中央値１０.６
０.９８

（０.６２ � １.５５）

Q１
中央値５.６
１.００

グルコース
（g/d）

１２４０ � ６０男女４,３０４フィンラ
ンド

２００７１０

―０.９６Q４
中央値５８.４
０.９３

（０.５６ � １.５３）

Q３
中央値４２.４
１.２０

（０.７８ � １.８７）

Q２
中央値３２.９
０.８８

（０.５８ � １.３５）

Q１
中央値２２.４
１.００

ラクトース
（g/d）

１２４０ � ６０男女４,３０４フィンラ
ンド

２００７１０

―０.０７Q４
中央値５.６
０.６９

（０.４３ � １.１１）

Q３
中央値４.０
０.７６

（０.５０ � １.１８）

Q２
中央値２.８
１.０１

（０.６８ � １.４９）

Q１
中央値１.６
１.００

マルトース
（g/d）

１２４０ � ６０男女４,３０４フィンラ
ンド

２００７１０

↓０.０３Q４
１６.６ � ６９.３
０.４７

（０.２５ � ０.９１）

Q３
１２.１ � １６.５
０.７２

（０.４５ � １.１７）

Q２
８.８ � １２.０
０.７５

（０.５０ � １.１２）

Q１
１.１  � ８.７
１.００

不溶性セルロー
ス以外の多糖
（g/d）

１０４０ � ６９男
女

２,２８６
２,０３０

フィンラ
ンド

２００３１４
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―０.０７Q４
中央値３２
１.３２

（０.８４ � ２.０９）

Q３
中央値１１
１.２１

（０.７８ � １.８８）

Q２
中央値５
０.８０

（０.５１ � １.２８）

Q１
中央値０
１.００

ジャム
＋

マーマレード
（g/d）

１２４０ � ６０男女４,３０４フィンラ
ンド

２００７１０

―０.２２Q２
中央値２
０.８０

（０.５６ � １.１４）

Q１
中央値０
１.００

ハチミツ
＋

シロップ
（g/d）

１２４０ � ６０男女４,３０４フィンラ
ンド

２００７１０

―０.２９Q４
中央値４８
０.７０

（０.３９ � １.２３）

Q３
中央値２６
１.０６

（０.６８ � １.６４）

Q２
中央値１６
０.９４

（０.６３ � １.４０）

Q１
中央値５
１.００

砂糖
（g/d）

１２４０ � ６０男女４,３０４フィンラ
ンド

２００７１０

―０.６９Q５
＞５５.９
０.８９

（０.６０ � １.３３）

Q４
５１.８ � ５５.９
１.０１

（０.７４ � １.３９）

Q３
４８.４ � ５１.７
１.０５

（０.８０ � １.３８）

Q２
４４.４ � ４８.３
１.０９

（０.８７ � １.３７）

Q１
＜４４.４
１.００

炭水化物８２６ � ４６女９１,２４９アメリカ２００４１６

↓０.００６Q５
＞２.９
０.６８

（０.５２ � ０.８９）

Q４
１.９ � ２.９
０.７９

（０.６４ � ０.９９）

Q３
１.３６ � １.９
０.７９

（０.６５ � ０.９６）

Q２
０.８９ � １.３５
０.９０

（０.７６ � １.０１）

Q１
＜０.８５
１.０

乳製品
（servings/日）

１０４７ � ６３女３７,１８３アメリカ２００６２２

↓０.０２Q４
>７.３１
０.６９

（０.５１ � ０.９４）

Q３
６.２７ � ７.３１
０.７８

（０.５８ � １.０６）

Q２
５.５１ � ６.２６
０.７９

（０.６０ � １.０４）

Q１
＜５.５１
１.００

ビタミンＥ
（mg/d）

２３４０ � ６９男
女

２,２８５
２,０１９

フィンラ
ンド

２００４２３

↓０.０２Q４
>６.２１
０.６６

（０.４９ � ０.９０）

Q３
５.３１ � ６.２０
０.８０

（０.５９ � １.０８）

Q２
４.６６ � ５.３０
０.７２

（０.５４ � ０.９６）

Q１
＜４.６６
１.００

αトコフェノー
ル
（mg/d）

２３４０ � ６９男
女

２,２８５
２,０１９

フィンラ
ンド

２００４２３

―０.１８Q４
>０.６４
０.７６

（０.５６ � １.０３）

Q３
０.５０ � ０.６４
１.０９

（０.８２ � １.４３）

Q２
０.３８ � ０.４９
０.９７

（０.７３ � １.２９）

Q１
＜０.３８
１.００

βトコフェノー
ル
（mg/d）

２３４０ � ６９男
女

２,２８５
２,０１９

フィンラ
ンド

２００４２３

↓０.０４Q４
>２.０６
０.７７

（０.５７ � １.０３）

Q３
１.２４ � ２.０６
０.７５

（０.５６ � １.０１）

Q２
０.７９ � １.２３
０.９１

（０.６９ � １.２０）

Q１
＜０.７９
１.００

γトコフェノー
ル
（mg/d）

２３４０ � ６９男
女

２,２８５
２,０１９

フィンラ
ンド

２００４２３

↓０.０２Q４
>０.２８
０.６９

（０.５１ � ０.９３）

Q３
０.１６ � ０.２８
０.８１

（０.６０ � １.０８）

Q２
０.０９ � ０.１５
０.８５

（０.６４ � １.１３）

Q１
＜０.０９
１.００

δトコフェノー
ル
（mg/d）

２３４０ � ６９男
女

２,２８５
２,０１９

フィンラ
ンド

２００４２３

―０.４７Q４
>２.０５
０.９１

（０.６７ � １.２３）

Q３
１.５５ � ２.０５
０.９１

（０.６８ � １.２１）

Q２
１.０７ � １.５４
０.９５

（０.７２ � １.２５）

Q１
＜１.０７
１.００

  αトコトリエ
  ノール
（mg/d）

２３４０ � ６９男
女

２,２８５
２,０１９

フィンラ
ンド

２００４２３

↓０.０３Q４
>２.６７
０.７６

（０.５６ � １.０３）

Q３
２.１６ � ２.６７
０.７７

（０.５８ � １.０３）

Q２
１.６９ � ２.１５
０.９７

（０.７２ � １.２５）

Q１
＜１.６９
１.００

βトコトリエ
  ノール
（mg/d）

２３４０ � ６９男
女

２,２８５
２,０１９

フィンラ
ンド

２００４２３

―０.１１Q４
>０.１２
０.７９

（０.５９ � １.０７）

Q３
０.０８ � ０.１２
０.８８

（０.６５ � １.１８）

Q２
０.０４ � ０.０７
０.９５

（０.７２ � １.２６）

Q１
＜０.０４
１.００

γトコトリエ
  ノール
（mg/d）

２３４０ � ６９男
女

２,２８５
２,０１９

フィンラ
ンド

２００４２３

―０.０６Q４
>０.０１
０.８４

（０.６３ � １.１３）

Q３
０.００７ � ０.０１
０.６９

（０.５１ � ０.９３）

Q２
０.００２ � ０.００６
１.０１

（０.７７ � １.３２）

Q１
＜０.００２
１.００

δトコトリエ
  ノール
（mg/d）

２３４０ � ６９男
女

２,２８５
２,０１９

フィンラ
ンド

２００４２３

―０.７７Q４
>８７.９
０.９７

（０.７２ � １.３２）

Q３
６６.３ � ８７.９
０.９１

（０.６８ � １.２２）

Q２
４９.７ � ６６.２
０.９７

（０.７３ � １.２９）

Q１
＜４９.７
１.００

ビタミンＣ
（mg/d）

２３４０ � ６９男
女

２,２８５
２,０１９

フィンラ
ンド

２００４２３

↓０.０７Q４
>４５１９
０.７１

（０.５２ � ０.９６）

Q３
２８６６ � ４５１９
０.９７

（０.７２ � １.３２）

Q２
１８６３ � ２８６５
０.７１

（０.５３ � ０.９６）

Q１
＜１８６２
１.００

全カロテノイト
（μg/d）

２３４０ � ６９男
女

２,２８５
２,０１９

フィンラ
ンド

２００４２３

―０.５５Q４
>１０３
０.９４

（０.６９ � １.２８）

Q３
３４.５ � １０３
１.０２

（０.７５ � １.３８）

Q２
９.４ � ３４.４
１.１１

（０.８３ � １.４９）

Q１
＜９.４
１.００

αカロテン
（μg/d）

２３４０ � ６９男
女

２,２８５
２,０１９

フィンラ
ンド

２００４２３
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―０.２５Q４
>２１２１
０.７４

（０.５４ � １.０１）

Q３
１１０５ � ２１２１
１.１４

（０.８７ � １.５１）

Q２
６９８ � １１０４
０.８３

（０.６２ � １.１１）

Q１
＜６９８
１.００

βカロテン
（μg/d）

２３４０ � ６９男
女

２,２８５
２,０１９

フィンラ
ンド

２００４２３

―０.２９Q４
>６０.３
０.８２

（０.６１ � １.１０）

Q３
２８.６ � ６０.３
０.８８

（０.６７ � １.１８）

Q２
６.４ � ２８.５
０.７８

（０.５９ � １.０４）

Q１
＜６.３
１.００

γカロテン
（μg/d）

２３４０ � ６９男
女

２,２８５
２,０１９

フィンラ
ンド

２００４２３

―０.２３Q４
>１０６４
０.８１

（０.６０ � １.０９）

Q３
４９５ � １０６４
０.８６

（０.６５ � １.１４）

Q２
１１３ � ４９４
０.７９

（０.５９�１.０５）

Q１
＜１１２
１.００

リコピン
（μg/d）

２３４０ � ６９男
女

２,２８５
２,０１９

フィンラ
ンド

２００４２３

―０.５６Q５
>１３０９３
１.０７

（０.９１ � １.２６）

Q４
９１４２<１３０９３
１.１１

（０.９５ � １.３１）

Q３
６５３１<９１４１
１.１０

（０.９４ � １.２９）

Q２
４５０２<６５３０
１.１０

（０.９４ � １.２９）

Q１
＜４５０２
１.００

リコピン
（μg/d）

１０.２≧４５女３５,７８３アメリカ２００６１１

↓＜０.００１Q４
>４.１８
０.５８

（０.４４ � ０.７８）

Q３
１.３７ � ４.１８
０.５７

（０.４３ � ０.７６）

Q２
０.２４ � １.３６
０.５４

（０.４０ � ０.７３）

Q１
＜０.２４
１.００

クリプトキサン
チン
（μg/d）

２３４０ � ６９男
女

２,２８５
２,０１９

フィンラ
ンド

２００４２３

―０.０９Q４
>１１５６
０.７４

（０.５５ � １.０１）

Q３
９３６ � １１５６
０.９５

（０.７１ � １.２６）

Q２
７４９ � ９３５
０.９１

（０.６９ � １.２１）

Q１
＜７４９
１.００

ルテイン
＋

ゼアキサンチン
（μg/d）

２３４０ � ６９男
女

２,２８５
２,０１９

フィンラ
ンド

２００４２３

↓＜０.００１≧５回
０.７１

（０.５７ � ０.８７）

１ � ４
０.８１

（０.７４ � ０.９０）

＜１
０.９１

（０.８４ � ０.９９）

無し
１.００

ナッツ
（回/週）

１６３４ � ５９女８３,８１８アメリカ２００７２４

↓０.００２≧５回
０.８１

（０.６９ � ０.９４）

１ � ４
０.９１

（０.８４ � １.００）

＜１
０.９８

（０.９０ � １.０７）

無し
１.００

ピーナツバター
（回/週）

１６３４ � ５９女８３,８１８アメリカ２００７２４

―０.９０≧２/週
０.９７

（０.７５ � １.２７）

１/週
０.９４

（０.８１ � １.０９）

１ � ３/月
０.９０

（０.７９ � １.０２）

無し
１.００

ピザ１０.２≧４５女３５,７８３アメリカ２００６１１

↑０.００９Q５
０.４４ � ２.５０
１.１４

（１.０２ � １.２６）

Q４
０.３７ � ０.４３
１.１３

（１.０２ � １.２６）

Q３
０.２１ � ０.３６
１.０７

（０.９７ � １.１８）

Q２
０.１２ � ０.２
１.０５

（０.９５ � １.１６）

Q１
０ � ０.１１
１.００

ポテト
（回/d）

２０３８ � ６３女８４,５５５アメリカ２００６２５

↑＜０.０００１Q５
０.１１ � １.０
１.２１

（１.０９ � １.３３）

Q４
０.０７ � ０.１０
１.１２

（１.０２ � １.２２）

Q３
０.０４ � ０.０６
１.１４

（１.０３ � １.２５）

Q２
０.０１ � ０.０３
１.０１

（０.９０ � １.１２）

Q１
０
１.００

フライドポテト２０３８ � ６３女８４,５５５アメリカ２００６２５

↑0.30Q5
0.09 � 2.78
1.23

（1.08 � 1.41）

Q4
0.07 � 0.08
1.17

（1.02 � 1.34）

Q3
0.04 � 0.06
1.23

（1.08 � 1.40）

Q2
0.02 � 0.03
1.17

（1.02 � 1.35）

Q1
0
1.00

ホットドッグ
（回/d）

1438 � 63女69,554アメリカ200412

↑0.061≧2
1.45

（1.02 � 2.06）

1
1.02

（0.84 � 1.25）

＜1
1.00

ホットドッグ
（回/週）

826 � 46女91,246アメリカ200313

↑0.010≧2
1.41

（1.10 � 1.79）

1
1.18

（0.99 � 1.40）

＜1
1.00

ハンバーガー
（回/週）

826 � 46女91,296アメリカ200313

↓0.0006Q5
0.27

（0.13 � 0.64）

Q4
0.26

（0.12 � 0.56）

Q3
0.51

（0.25 � 1.05）

Q2
0.59

（0.30 � 1.15）

Q1
1.00

高果物低肉類食
事パターン

435 � 65症例192
対照382

＊コホート内
症例対照研究

ヨーロッ
パ

200526

↓0.03Q4
（highest）
0.72

（0.53 � 0.97）

Q3
0.79

（0.59 � 1.06）

Q2
0.88

（0.66 � 1.17）

Q1
（lowest）
1.00

野菜・果実中心
の健康指向食事
パターン

2340 � 69男女4,304フィンラ
ンド

200527

↑0.01Q4 
（highest）
1.49

（1.11 � 2.00）

Q3
1.33

（0.99 � 1.79）

Q2
1.29

（0.96 � 1.74）

Q1
（lowest）
1.00

伝統的なフィン
ランドの食事パ
ターン

2340 � 69男女4,304フィンラ
ンド

200527
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